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あらまし：本稿では、子どもたちに伝えたい郷土（徳島）の偉人 10 名がそれぞれに成長過程で経験した

苦悩や努力、強い意志などを生きる道導にする小学校道徳学習教材について述べている。これらは、動画

と音声によるマルチメディア教材として作成している。教師はDVDで児童の興味をひきながら指導でき、

またネットを通じて受信した部材を授業に活用できる教育システムとしている。 
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1. はじめに 

筆者らは、「子どもたちに伝えたい郷土（徳島）の

偉人」という題目で、偉人 10 名がそれぞれに成長過

程で経験した苦悩や努力、強い意志などを、子ども

たちの生きる道導にする小学校道徳教材を作成した。

それは、どの教師も的確な授業展開ができるよう動

画と音声によって構成し、ストーリー性のある鑑賞

物としても楽しむことのできる特長を持つ。2 枚組

の DVD に収録したこれら映像教材は、徳島県内の

全小学校へと送付された。各校では AV 機器を用い

てこれらを一様に教育することができる。また、各

教員は必要に応じてネット上から教材コンテンツの

一部を受信し、適宜大きく提示するなどによって授

業をより分かり易く展開できる。本稿は、その教育

システムの概要について報告する。 

 

2. 本取組みの経緯 
平成25年2月に行われた教育再生実行会議におい

て、偉人や歴史上の人物を道徳教材に含めることに

留意するとした提言案が纏められている。徳島県で

はこの具体を平成 23 年度に既に検討し、24 年度の

重要な教育施策に位置づけて、その作業を粛々と進

めてきた。 

徳島県においては、例えば、米国ワシントン大聖

堂に肖像が残されている世界三大聖人のひとり賀川

豊彦や、幕末から維新にかけて樺太を探検し、日本

国領の標を建立した岡本韋庵など、歴史的に偉業を

成した人物を多く輩出している。しかし、郷土の誇

りとなるこのような人物が、日本国ではもとより、

地元徳島県においてもほとんど知られていないのが

実情である。それは、学校教育の中でこれまで取り

上げられてこなかったことに起因する。 

しかし、これら偉人の生き方や苦悩、不屈の精神

などを学ぶことは、規範意識を高め、自助努力を肯

定するとともに、現在のグローバルな社会において

各方面から危惧されている国の競争力の欠如を補え

るのではないかと期待する声もある。 

このような現状をふまえ、教育の目的を達成する

ため、徳島県では小学校道徳教材として県内の偉人

を取り上げ、子どもたちに分かりやすく、興味深く

伝えることで、自分に置き換えて考えるという動機

付けを図る教材を作ることとした。 

 

3. 教材作成の方法 
小学校道徳学習教材 調査・教材化委員会の構成

は、図 1 に示す通りである。 

 

 
図 1 郷土（徳島）の偉人 道徳教材作成の体制 

 

県内の歴史文化に造詣の深い 3 名と筆者ら 4 名が

委員に、また小学校教育研究会道徳部会から推薦さ

れた 10名が作成委員となり、事務局には県教育委員

会と県総合教育センターからそれぞれ 2 名がメンバ

とされた。作成委員は選出された偉人を調査し、教

材化するストーリーと発問の構成原案を考え、委員

会で精査した。そして映像化は、郷土の特徴を学び
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のコンテンツとする e-Learning 教材を作成（1）した経

験のある筆者らが担当した。 

教材に採り上げる偉人の選出方法は、地域や分野

に偏りがないように留意し、政治的あるいは宗教的

な傾向を避けて、誰もが一定評価をする人物であり、

かつ道徳教材に相応しい内容となるよう気を配った。

そこで、各方面に道徳教材として相応しい偉人の推

薦を依頼し、集まった 39名の中から、ブロック毎に

教材化できる偉人を図 2の通り選定した。 

 

 
図 2 選定された 10人の偉人と教材名 

 

シナリオ構成の検討では、主題、発問、板書の内

容、対象学年、映像化の方法、効果や見せ方の工夫

などについて議論し、ナレーション原稿の言葉一つ

一つを決定していった。しかし、残存する資料に限

りがあり、写真など著作権の問題で使用できないも

のも多く、映像化には数多くの課題が存在した。そ

こで、筆者らはイラストや動画作成などで工夫をこ

らし、手間と時間をかけながら、ひとつずつ解決し

ていった。 

 

4. 授業での運用方法 
本教材は 10 名の偉人それぞれが主題を持つ学習

教材として 2枚組の DVDに収めた。教師は DVDが

再生できる機器を用いて、テレビやプロジェクター

とスピーカーで視聴させて指導する。教師は、再生

や一時停止の操作を行いながら、指導の手引を参考

に、「説明」部分を映像で視聴し、一時停止してその

映像に合わせた発問を行う。発問は DVD には収録

しておらず、教師自らが行うことを想定している。

指導の手引の「○発問」は、児童や学級の実態に合

わせて発問を行うことによって指導でき、「◎発問」

は中心発問であって、子どもが自分の心に問い掛け、

多様な価値観が引き出せ、道徳的価値の追求や把握

へ結びつけるねらいがある。 

教師は指導の手引を参考にして授業展開を行うこ

とで、教師の教育経験によらずほぼ同程度の教育効

果を得られるようにしている。そして、さらに児童

の興味を独自に引き出したり、偉人の心の動きを児

童が想像しやすくしたりするために、偉人ごとの各

シーンにおけるイラストを、総合教育センターの教

材 DB からインターネットを通じてダウンロードで

きるようにしている。この学習教材を活用する教育

システムは図 3 の通りである。 

 

 
図 3 小学校道徳教材活用のイメージ 

 

5. 作成した教材の利用 
教材 DVD と指導の手引、児童用教材冊子の 3 点

は、平成 25年 4 月に徳島県内全域の小学校に送付し

ている。その数は、教材 DVD と指導の手引が 4～6

年生の学級数分、教材冊子は 4～6年生の児童数分と

した。 

徳島県総合教育センターでは平成25年5月中旬か

ら同下旬にかけて、徳島県内を東西南北の 4 ブロッ

クに分け、小学校道徳教員対象の説明会を実施し、

本教材を用いての模擬授業を展開した。その結果、

県下全域で、いずれの小学校においても計画に位置

づけて、小学 4、5、6 年生で 1 時間は実施すること

としている。 

 

6. まとめ 
この教材は、「徳島県教育振興計画」の基本目標で

ある「郷土に誇りを持ち、社会の一員として自立し

たたくましい人づくり」の達成を図るため、「郷土（徳

島）の偉人」の生き方や功績から、子どもたちが、

自分の生まれ育った郷土（徳島）を誇りに思い、自

己や社会の未来への夢や目標を抱き、理想を求めて

主体的に生きていこうとする心を育むことをねらい

としている。これら 10人の郷土の偉人が、子どもた

ちの心に響く教材となり、郷土を誇りに思う子ども

たちが増え、郷土（徳島）に貢献する人材が育つこ

とが期待される。 

児童を対象とした授業はまだ行われていないが、3

ヵ月後に徳島市内の小学校で、本教材を用いた道徳

研究授業が計画されている。これら実践例を参考に、

授業展開時の成果や課題についても今後継続して検

討していきたいと考えている。 
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